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疫学調査

　

わ
が
国
で
は
1
9
6
5
年
を

境
と
し
て
脳
卒
中
死
亡
率
が
急

速
に
減
少
し
た
が
、
一
方
で
食
生

活
の
欧
米
化
と
と
も
に
国
民
の
脂

肪
摂
取
量
が
増
加
、
血
清
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
中
年
期
男
性
で

210m
g/dl

前
後
と
な
り
日
米
で

ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
な
っ
た
（
図

１
）。
そ
の
た
め
心
筋
梗
塞
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

死
亡
統
計
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

虚
血
性
心
疾
患
の
年
齢
調
整
死
亡

率
は
増
加
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
理
由
と
し
て
、
心
筋
梗
塞

好
発
年
齢
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

は
ま
だ
低
く
、
喫
煙
率
の
低
下
と

高
血
圧
の
頻
度
の
低
下
が
好
影
響

を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
の
研
究
で
は
、
今
後
20
〜

30
年
先
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
疫
学

調
査
を
実
施
し
て
心
筋
梗
塞
発
症

前
の
早
期
の
病
変
と
し
て
の
中
年

期
男
性
の
冠
動
脈
硬
化
度
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
米
国
の

同
世
代
と
比
較
し
て
、
将
来
の
心

筋
梗
塞
発
症
予
測
に
役
立
て
る
ほ

か
、
冠
動
脈
硬
化
度
・
頸
動
脈
肥

厚
と
食
生
活
、
飲
酒
・
喫
煙
、
運

動
習
慣
、
血
圧
、
血
清
脂

質
、
耐
糖
能
、
ホ
モ
シ
ス

テ
イ
ン
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ー

ゲ
ン
等
と
の
関
連
を
検
討

し
、
予
防
対
策
の
具
体
的

な
方
法
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
草
津
市
在
住
の
40
歳
代

の
男
性
300
名
で
、
生
活
状

況
に
関
す
る
問
診
と
さ
ま

ざ
ま
な
医
学
検
査
が
滋
賀

医
科
大
学
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
（
表
１
）。

　

動
脈
硬
化
度
の
判
定
に

当
た
っ
て
は
、
放
射
線
部
に
導

入
さ
れ
た
超
高
速
Ｃ
Ｔ（EBCT

）

で
非
侵
襲
的
に
冠
動
脈
硬
化（
石

灰
化
）を
検
出
し
た
ほ
か
、
頸
動

脈
硬
化
の
状
態
は
頸
動
脈
エ
コ

ー
で
、
ま
た
四
肢
の
動
脈
硬
化
に

つ
い
て
は
四
肢
血
圧
の
測
定
が
行

わ
れ
た
。
さ
ら
に
血
液
検
査
標
本

を
ア
メ
リ
カ
へ
送
っ
て
、
核
磁
気

共
鳴
装
置
に
よ
る
分
析
を
行
う
ほ

か
、
同
意
を
得
ら
れ
た
対
象
者
に

つ
い
て
は
遺
伝
子
解
析
研
究
も
実

施
し
た
。

　

遺
伝
子
解
析
研
究
は
、
動
脈
硬

化
の
発
症
に
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
未
知
の
複
数
遺
伝
子
を
同

定
し
、
そ
れ
ら
の
構
造
や
働
き
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
遺
伝
子
と

そ
の
他
の
因
子
と
の
関
連
を
調
べ

る
こ
と
、
遺
伝
子
の
日
米
比
較
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

中
年
男
性
の
動
脈
硬
化
度
を
日
米
比
較
し
て
、

心
筋
梗
塞
の
発
症
予
測
、
予
防
策
を
検
討

図-1

検査の内容�

●日頃の生活習慣などについての問診�

●血圧　●身長・体重・体脂肪率・腹囲・腹腔径�

●医師診察　●心電図�

●脈波速度（大血管の動脈硬化の程度について調べます）�

●頸部動脈エコー（内頸動脈の動脈硬化の程度について調べます）�

●心臓CT�
　（心臓冠動脈の動脈硬化の程度について調べます）�
　（腹部の脂肪についても調べます）�

●尿検査　●血液検査�
�

表-1
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は
る
か
に
低
い
日
本
人
の
潜
在
性
冠
動
脈
硬
化
度

　

４
年
間
の
研
究
で
、
血
圧
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
日
米
で
差

が
な
く
、
喫
煙
率
に
つ
い
て
は
日

本
の
ほ
う
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
潜
在
的
な
冠
動
脈
硬
化
度
は

日
本
人
の
ほ
う
が
は
る
か
に
低
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（
図
２
、

図
３
、
図
４
）。
ま
た
、
ハ
ワ
イ

の
日
系
人
の
動
脈
硬
化
進
展
度
が

日
本
人
よ
り
大
き
い
こ
と
で
、
遺

伝
子
以
外
の
因
子
が
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。

　
「
日
米
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
の
で

は
と
予
測
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
よ
う
に
日
本
人
の
冠
動

脈
硬
化
度
が
低
い
と
い
う
結
果
が

出
て
少
し
驚
い
て
い
る
。
遺
伝
的

要
因
で
な
く
、
日
本
人
の
生
活
環

境
の
中
に
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

何
か
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と

上
島
教
授
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
肥
満
の
指

標
で
あ
る
B
M
I
（
ボ
デ
ィ
・
マ

ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
の
日
本
人

の
平
均
が
23.5
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
28
と
、
肥
満

度
に
差
が
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
血
液
中
の
脂
質
の
構
成

を
日
米
で
比
較
す
る
と
、
日
本
人

は
い
わ
ゆ
る
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
H
D
L
（
高
比
重

リ
ポ
蛋
白
）
の
割
合
が
高
く
、
ア

メ
リ
カ
人
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
・
L
D
L
（
低
比
重
リ
ポ
蛋

白
）
の
割
合
が
高
い
。
さ
ら
に
そ

の
サ
イ
ズ
を
比
較
す
る
と
、
日
本

人
に
は
大
き
な
サ
イ
ズ
の
H
D
L

が
多
く
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し

や
す
い
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
L
D
L

は
ア
メ
リ
カ
人
に
多
い
こ
と
、
さ

ら
に
I
D
L
（
中
間
比
重
リ
ポ
蛋

白
）
を
経
て
L
D
L
に
変
化
す

る
V
L
D
L
（
超
低
比
重
リ
ポ
蛋

白
）
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人

に
は
多
き
な
サ
イ
ズ
の
も
の
が
多

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
日
本
人
に
肥
満
が
少
な
い
こ

と
、
魚
や
大
豆
の
摂
取
量
が
多
い

と
い
う
食
習
慣
が
ど
の
よ
う
に
関

係
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
環
境

要
因
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
く

わ
し
く
調
べ
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
る
」
と
上
島
教
授
。「
現
段

階
で
日
本
人
の
潜
在
的
冠
動
脈
硬

化
は
進
ん
で
い
な
い
と
は
い
え
、

将
来
も
虚
血
性
心
疾
患
が
増
加
し

な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
生
活
環
境
要
因
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
れ
ば
、
日

本
の
良
い
習
慣
を
失
わ
な
い
よ
う

に
努
め
、
さ
ら
に
食
習
慣
の
改
善

や
喫
煙
率
を
下
げ
る
取
り
組
み
に

よ
っ
て
動
脈
硬
化
を
予
防
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

　

今
回
の
研
究
を
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
、
滋
賀
医
科
大
学
倫
理
委

員
会
の
承
認
を
得
た
う
え
で
、
参

加
者
へ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
を
図
り
、人
権
保
護
お
よ
び

デ
ー
タ
管
理
に
充
分
な
配
慮
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

現
在
も
研
究
は
継
続
さ
れ
て
い

て
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ

に
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
を
加
え
た
４

集
団
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
調
査
対
象
の
年
齢

層
を
50
〜
60
歳
代
に
ま
で
広
げ
て

デ
ー
タ
を
集
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
危

険
因
子
や
、
動
脈
硬
化
に
関
連
す

る
遺
伝
子
の
解
析
を
引
き
続
き
行

う
予
定
で
あ
る
。

　
「
疫
学
調
査
は
多
く
の
時
間
と

労
力
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

マ
ク
ロ
の
視
点
で
の
研
究
と
ミ
ク

ロ
の
視
点
の
研
究
は
車
の
両
輪
の

よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
研

究
が
あ
っ
て
こ
そ
細
胞
生
物
学
的

な
研
究
を
実
際
の
予
防
策
な
ど
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
脳
卒
中

が
減
っ
て
心
筋
梗
塞
の
発
症
が
少

な
い
た
め
に
、
世
界
一
の
長
寿
国

に
な
っ
た
日
本
か
ら
の
情
報
発
信

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
上
島

教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
道

な
研
究
の
積
み
重
ね
の
中
か
ら
将

来
に
わ
た
る
有
効
な
対
策
や
予
防

の
手
立
て
と
な
る
調
査
結
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
一
般
市
民
を
対
象

に
E
B
C
T
に
よ
る
冠
動
脈
硬

化
の
早
期
の
病
変
を
調
査
し
、
血

圧
や
血
清
脂
質
、
耐
糖
能
異
常
や

生
活
習
慣
と
の
関
連
を
検
討
し
た

研
究
を
行
い
、
米
国
と
の
比
較
検

討
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
非

常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

臨
床
と
の
共
同
に
よ
る
疫
学
調

査
に
は
、
高
度
な
標
準
化
を
行
う

能
力
や
、
充
分
な
運
営
管
理
能
力

を
備
え
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、
上
島
教
授
を
中
心
と
す
る

滋
賀
医
科
大
学
社
会
医
学
講
座
福

祉
保
健
医
学
部
門
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
循
環
器
疾
患
の
発
症
危
険

因
子
に
関
す
る
大
規
模
疫
学
追
跡

調
査
コ
ホ
ー
ト
研
究
や
、
生
活
習

慣
病
の
是
正
に
よ
る
循
環
器
疾
患

の
予
防
介
入
研
究
と
い
っ
た
国
際

共
同
研
究
や
多
施
設
共
同
の
介
入

研
究
な
ど
を
数
多
く
手
が
け
た
実

績
が
あ
る
。

動
脈
硬
化
予
防
の
鍵
を
握
る

日
本
か
ら
の
情
報
発
信

日本人の血圧はアメリカ人よりも高い�図-2

日本人の喫煙率は高い�図-3
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